
第 140 回 日本輸血・細胞治療学会 関東甲信越支部例会 プログラム 

 

日時：平成 27年 9月 26 日（土） 13:30～17:30 

場所：ホテル紫雲閣（ローズの間） URL： http://www.shiunkaku.net/ 

   アクセス： 池袋から東武東上線 森林公園・小川町方面 急行・快速で約 55 分 

         東松山駅下車 西口から徒歩 3分 箭弓稲荷神社境内内 

例会長： 池淵研二（埼玉医科大学国際医療センター 輸血・細胞移植部） 

 

13:35～14:20 教育講演   座長 芝池伸彰（埼玉県赤十字血液センター） 

「輸血医療における新興・再興感染症の現状と対策」 

     岡田義昭  （埼玉医科大学病院 輸血•細胞移植部）  

 

14:20～15:00 一般演題Ｉ  座長 伊丹直人（埼玉県立がんセンター 検査技術部） 

１．アナフィラキシーショックを先行とした遅発性溶血性輸血副反応が疑われた外傷性

脾損傷の一例 

藤田 浩、他  東京都立墨東病院 輸血科、検査科 

２．過去 10 年間に埼玉県内の医療機関から報告された輸血副作用の集計 

田中 良、他  埼玉県赤十字血液センター 

３．PC-HLA 交差適合試験に使用する患者血清更新時の確認検査の必要性 

小林洋紀、他 日本赤十字社関東甲信越ブロック血液センター検査部検査三課 

４．BRS-A および M-sol を用いて調製した置換血小板の比較検討 

小島聖美、他 信州大学医学部附属病院 輸血部、先端細胞治療センター 

 

15:00～15:45 一般演題 II  座長 佐藤 謙（防衛医科大学校病院 血液内科） 

５．産科疾患に対する自己血採血時の姿勢による血圧変動への影響 

山崎章子、他 東京都立墨東病院 看護部 看護科、検査科、輸血科 

６．自己血輸血訪問勉強会の活動について 

石上園子、他 越谷市立病院 埼玉県合同輸血療法委員会 

７．輸血後鉄過剰症への臨床輸血看護師としてのアプローチ 

三井 優、他 河北医療財団河北総合病院分院 

８．当院におけるアルブミン製剤管理の変遷 

小林真弓、他 埼玉協同病院 

９．当院輸血部におけるボーンバンク支援体制について 

山田 攻、他 埼玉医科大学病院 輸血・細胞移植部 

 

 

http://www.shiunkaku.net/


16:00～17:30 ディベートセッション 「日本の輸血は安全か」 

座長 池淵研二（埼玉医科大学国際医療センター 輸血・細胞移植部） 

        斉藤妙子（埼玉医科大学病院 中央検査部） 

１．血液センターから 神山 泉（埼玉県赤十字血液センター 学術課） 

２．医師から     村上純子（埼玉協同病院 臨床検査科） 

３．検査技師から   坂口武司（防衛医科大学校病院 輸血・血液浄化療法部） 

４．看護師から    岩鼻まゆみ（防衛医科大学校病院 看護部） 

 

 


